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6 月定例会のあらまし 
 

平成 29 年第 2 回（ 6 月）千早赤阪村議会定例会

は 6 月 6 日に開会し、6 月 6 日に条例改正、一般

会計補正予算など計 15 議案が提案され、それぞれ

可決、委員会付託しました。6 月 22 日の最終日で

は、委員会付託 6 件、追加議案 1 件を可決し、一

般質問をもって17日間の定例会を閉会しました。 

ちはやあかさか 

議会だより  

 

楠木正成の 

イメージキャラ 

「まさしげくん」 

(千早赤阪楠公史跡保存会提供) 

 

  

「議会だより」は、年４回（５月、８月、１１月、２月）の発行です。（臨時号を除く） 

第 121 号 
平成 29年 8月 1日 

発行 千早赤阪村議会 
編集 議会広報編集委員会 
〒585-8501 
大阪府南河内郡 

千早赤阪村大字水分 180番地 
TEL 0721‐72‐0081 
FAX 0721‐72‐1880 

千早小吹台小学校（１・２年生）水泳指導（Ｂ＆Ｇ海洋センター） 

 

http://sankei.jp.msn.com/photos/entertainments/game/100308/gam1003081158000-p1.htm
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6 月定例会 議決結果 

案 件 名 議決結果 

・報告第  1 号  平成 28 年度千早赤阪村一般会計予算繰越明許費繰越計算書について ― 

・報告第  2 号 平成 28 年度千早赤阪村下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書 ― 

  について  

・諮問第  1 号  人権擁護委員候補者の推薦について 適任と認める 

・議案第 38 号 専決処分〔千早赤阪村事務分掌条例の一部を改正する条例〕の承認を求 即日原案承認（全員） 

ることについて  

・議案第 39 号 専決処分〔千早赤阪村税条例の一部を改正する条例〕の承認を求めるこ 即日原案承認（全員） 

とについて  

・議案第 40 号 専決処分〔千早赤阪村税特別措置条例の一部を改正する条例〕の承認を 即日原案承認（全員） 

求めることについて  

・議案第 41 号  専決処分〔平成 28 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 13 号）〕の承 即日原案承認（全員） 

認を求めることについて  

・議案第 42 号  教育委員会委員の任命について 即日原案同意（全員） 

・議案第 43 号  農業委員会委員の任命について 即日原案同意（全員） 

・議案第 44 号 千早赤阪村附属機関に関する条例の改正について 原案可決（全員） 

・議案第 45 号 職員の育児休業等に関する条例の改正について 原案可決（全員） 

・議案第 46 号 職員の退職手当に関する条例の改正について 原案可決（全員） 

・議案第 47 号 千早赤阪村手数料条例の改正について 原案可決（全員） 

・議案第 48 号 千早赤阪村消防団員等公務災害補償条例の改正について 原案可決（全員） 

・議案第 49 号 平成 29 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 2 号）について 原案可決（全員） 

・議案第 50 号 専決処分〔一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例〕の 即日原案承認（全員） 

承認を求めることについて  

・議案第 51 号  平成 29 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 3 号）について 即日原案可決（全員） 

・議案第 52 号 「2025 日本万国博覧会」の大阪誘致に対する決議について 即日原案可決 

（賛成多数） 

議会を傍聴してみませんか 

次回の定例会は、９月５日～９月 22日まで開催予定。 

第３回（９月）定例会の日程（予定） 
 月日 会議の内容 

９月５日 

(火) 

本会議 

(初日) 

議案上程、審議 

９月22日 

(金) 

本会議 

(最終日) 

追加議案上程、 

審議、一般質問 

 

※開会時間は、いずれも午前 10 時です。このほ

か、各委員会等も開かれます。日程は都合に

より変更となる場合がありますので、傍聴さ

れる方は事前に議会事務局へお問い合わせく

ださい。（TEL 0721-72-0081） 
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「空き家バンク」の状況は 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録を促すための諸施策を 
検討する 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            
          
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
月
定
例
会
で
は
、
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
・
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
質
問
し
た
議
員
の

責
任
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

い
っ
ぱ
ん
質

問 
 

 

 

 

 

 

問 

答

   

 

 

問 

「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

制
度
」
の
現
在
の
空
き
家
の

登
録
状
況
や
成
約
状
況
等
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

答 
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の

登
録
は
、
６
月
の
時
点
に
お

い
て
、
登
録
さ
れ
た
物
件
は

６
件
で
そ
の
内
３
件
成
約
し

別
の
２
件
に
つ
い
て
も
現
在

交
渉
中
で
あ
る
。
一
方
、
空

き
家
希
望
者
の
利
用
登
録
件

数
は
、
累
計
28
件
で
空
き
家

希
望
者
に
対
し
て
ま
だ
物
件

の
提
供
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
。
本
年
３
月
定
例
会
に
お

い
て
、
空
き
家
所
有
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
空
き
家
の
活
用
状
況

や
管
理
状
況
、
今
後
の
利
用

の
予
定
等
の
把
握
に
努
め

た
。 

問 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
た
と
の
答
弁
だ
が
、
そ
の

結
果
の
概
要
と
、
ま
た
本
村

と
し
て
ど
の
よ
う
に
空
き
家

の
利
用
を
促
し
て
い
く
の

か
、
改
め
て
見
解
を
問
う
。 

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
２
月
に
所
有
者
に
対
し 

て
実
施
。
空
き
家
144
件
へ
調

査
票
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、

回
答
62
件
、
宛
先
不
明
の
返

送
が
18
件
、
無
回
答
64
件

と
い
う
状
況
、
こ
の
中
で
回

答
さ
れ
た
利
用
状
況
で
は

「
ま
っ
た
く
利
用
し
て
い
な

い
」
、
「
倉
庫
・
物
置
と
し
て

利
用
」
が
計
37
件
で
、
「
セ

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
・
別
荘
と
し

て
」
は
８
件
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
対
象
空
き
家
の
維
持
管

理
の
頻
度
は
「
半
年
に
１

回
」
が
18
件
で
多
く
、
「
維

持
管
理
し
な
い
」
も
含
め
る

と
、
半
数
以
上
の
物
件
は
管

理
に
半
年
以
上
の
間
隔
が
開

い
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
「
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
」
、

そ
の
も
の
に
つ
い
て
「
知
ら

な
か
っ
た
」
と
の
回
答
が
多

く
、
「
知
っ
て
い
た
」
が
少

数
で
あ
っ
た
。
改
め
て
、
制

度
の
周
知
と
広
報
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

た
。 こ

れ
を
踏
ま
え
、
５
月
の

固
定
資
産
税
の
納
入
通
知
書 

山 形  研 介 議 員 

送
付
の
際
に
、
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
や
木
造
住
宅
耐
震
制

度
の
案
内
文
を
同
封
し
、
制

度
の
周
知
に
努
め
た
。
ま

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お

い
て
、
登
録
報
償
制
度
や
空

き
家
改
修
補
助
制
度
の
案
内

を
送
付
す
る
な
ど
し
て
、
空

き
家
の
利
活
用
を
促
し
て
い

く
。 

問 

維
持
管
理
の
間
隔
が
長

い
状
況
か
ら
、
住
居
は
利
用

さ
れ
て
い
な
い
と
ど
ん
ど
ん

傷
ん
で
い
く
。
仮
に
利
活
用

を
検
討
す
る
に
し
て
も
、
村

と
し
て
何
ら
か
の
支
援
が
あ

る
の
か
問
う
。 

答 

改
修
補
助
は
、
本
年
１

月
か
ら
、
空
き
家
情
報
バ
ン 

ク
に
登
録
し
た
物
件
に
つ
い

て
は
50
万
円
、
登
録
外
物
件

は
10
万
円
を
上
限
と
し
て
改

修
費
用
の
半
額
を
補
助
す
る

制
度
に
改
め
、
補
助
額
が
拡

大
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
た
。

今
後
も
登
録
を
促
す
た
め
の

諸
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。 

要
望 

村
に
と
っ
て
人
口
増 

 
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た

村
の
に
ぎ
わ
い
の
た
め
に
引
き

続
き
担
当
課
に
お
い
て
空
き
家 

 

の
利
活
用
を
推
進
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。 

（ 調 査 結 果 一 覧 ） 

居住中/
建築中/ 調査不可 対象外 合  計
空地等

吉　年 7 0 7 3 2 1 13

桐　山 1 1 2 1 0 2 5
小　吹 3 2 5 2 0 4 11
小吹台 23 13 36 18 0 4 58
森　屋 7 3 10 38 0 9 57
水　分 8 7 15 9 0 6 30
千　早 30 5 35 28 1 7 71
川野辺 4 0 4 4 0 0 8
中津原 14 4 18 8 0 6 32
東　阪 10 0 10 22 0 2 34

二河原辺 3 0 3 1 0 3 7

合　計 110 35 145 134 3 44 326

割　合 33.7% 10.7% 44.4% 41.1% 0.9% 13.5% 100.0%

空き家
(A)

判定不可
(B)

空き家数
(A)+(B)
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住民ニーズに合致した 
公共交通システムを 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度においても引き続き 
研究していく  田 村 陽 議 員 

 

問 

答 

問 

わ
が
村
は
今
後
高
齢
化

率
が
50
％
に
迫
る
こ
と
が
確

実
視
さ
れ
て
い
る
。
今
後
村

内
・
村
外
へ
の
交
通
手
段
に

困
難
を
抱
え
る
方
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
村
内

に
は
公
共
交
通
空
白
地
域
も

多
く
存
在
し
、
自
家
用
車
に

代
わ
る
交
通
手
段
の
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。 

 

平
成
27
年
度
に
引
き
続
い

て
昨
年
度
も
新
地
域
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
が

行
わ
れ
た
。
昨
年
度
の
議
会

答
弁
で
は
、 

①
広
報
・
周
知
の
強
化 

②
利
便
性
の
向
上 

③
乗
車
機
会
の
増
加 

④
路
線
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ

を
平
成
28
年
度
実
証
実
験
に

お
け
る
改
善
課
題
と
し
て
挙

げ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
課

題
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
。 

答 

平
成
27
年
度
に
引
き
続

い
て
平
成
28
年
度
に
も
実
証

運
行
を
実
施
し
た
。 

①
広
報
・
周
知
の
強
化 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
へ

の
掲
載
、
社
会
福
祉
協
議
会

会
員
へ
の
周
知
、
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
っ
た
。 

②
利
便
性
の
向
上 

平
成
27
年
度
の
１
日
あ
た

り
３
往
復
か
ら
、
定
路
線
方

式
で
７
往
復
に
増
便
、
さ
ら

に
１
路
線
あ
た
り
の
時
間
を

短
縮
し
た
。 

③
乗
車
機
会
の
増
加 

デ
マ
ン
ド
方
式
で
の
運
行

は
停
留
所
を

25

ヶ
所
設
置

し
、
乗
車
機
会
の
増
加
を
図

っ
た
。 

④
路
線
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
路
線

バ
ス
の
時
刻
表
を
掲
載
し
周

知
を
図
っ
た
。 

問 

27
年
度
実
証
実
験
に
お

け
る
課
題
へ
の
対
応
は
理
解

し
た
が
、
28
年
度
の
実
証
実

験
に
お
い
て
も
ま
た
新
た
な

課
題
が
見
つ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。 

答 

タ
イ
ヤ
交
換
・
ブ
レ
ー

キ
修
理
等
の
想
定
外
の
維
持

費
の
発
生
、
運
転
手
の
確
保

お
よ
び
休
憩
時
間
の
確
保
、

ダ
イ
ヤ
の
遅
れ
、
安
全
運
転

の
確
保
な
ど
に
課
題
が
あ
っ

た
。 特

に
車
両
接
触
事
故
が
発

生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

幸
い
に
し
て
ケ
ガ
人
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
今
後
の
安
全

運
行
や
事
故
時
の
代
車
の
確 

一
方
、
定
路
線
方
式
で
は

そ
れ
な
り
の
利
用
が
あ
っ
た

も
の
の
、
交
通
空
白
地
域
で

あ
る
東
阪
・
桐
山
地
区
で
は

す
で
に
満
員
で
乗
車
で
き
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
。 

ま
た
路
線
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
定

路
線
方
式
で
は
全
体
の
８
・

２
％
、
デ
マ
ン
ド
方
式
で
は

わ
ず
か
１
名
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
。 

問 

で
は

28

年
の
実
証
実

験
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
将

来
的
な
地
域
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
。 

答 

今
年
度
は
こ
れ
ら
の
諸

課
題
の
分
析
と
他
市
町
村
に

お
け
る
地
域
公
共
交
通
の
実

態
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

今
後
の
地
域
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
う

し
た
諸
課
題
の
整
理
あ
る
い

は
分
析
を
踏
ま
え
、
地
域
公

共
交
通
協
議
会
に
お
い
て
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。 

要
望 

村
民
か
ら
も
地
域
公

共
交
通
を
望
む
声
と
い
う
の

は
数
多
く
聞
こ
え
て
い
る
。 

 

様
々
な
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る 

が
、
何
よ
り
も
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
た
形
で
の
新
地

域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
策

定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

保
な
ど
に
つ
い
て
、
大
き
な

課
題
を
残
す
結
果
と
な
っ

た
。 次

に
運
行
経
路
に
関
す
る

課
題
だ
が
、
中
津
原
・
小
吹

地
区
に
重
点
的
に
デ
マ
ン
ド

方
式
の
停
留
所
を
設
置
し
た

も
の
の
、
残
念
な
が
ら
ほ
と

ん
ど
利
用
が
な
か
っ
た
。 

 

定路線方式（実施期間 H.28 8/1～11/30） 

いきいきサロンやまゆり ⇔ オークワを往復（片道 30 分） 

予約不要。延べ 1634 人利用（19.9 人／日） 

デマンド方式（実施期間 H.28 8/1～11/30） 

各停留所 ⇔ いきいきサロン（やまゆり・くすのき）・森屋・保健センター 

要事前予約（２週間前～２営業日前）。延べ 540 人利用（7.2 人／日） 
 

 

 

  

オークワ 河南店 いきいきサロン やまゆり 
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災害に対する危機管理について 

災害を想定しての職員による図上
訓練を今夏に計画 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楠公史跡の整備状況について 

上赤阪城跡には、史跡公園として
整備や保存を行いたい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

問 

答 

問 

本
年
村
政
運
営
方
針
に
お

い
て
、
危
機
管
理
機
能
の
向

上
、
被
害
の
低
減
、
防
災
力
の

向
上
と
う
た
っ
て
い
る
が
具
体

的
な
対
応
策
を
問
う
。 

ま
た
、
役
所
内
に
お
い
て
の

災
害
を
想
定
し
て
の
訓
練
等
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
、
初
動
の

行
動
体
制
が
大
切
で
あ
る
と
思

う
。 関

連
し
て
先
般
、
地
区
等
の

関
係
者
に
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。
要

支
援
者
に
対
し
て
誰
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
お
い
て
対
応
す

る
の
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る

の
か
、
安
心
・
安
全
に
向
け
て

対
処
を
伺
う
。 

答 

本
村
で
は
、
災
害
時
の
被

害
を
最
小
化
し
、
被
害
か
ら
の

迅
速
な
回
復
を
図
る
「
減
災
」

の
考
え
に
基
づ
き
、
平
成
28

年
度
に
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
た
。 

 

ま
た
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
考
え
方
に
基
づ
く
役
割
分

担
が
不
可
欠
で
あ
り
、
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ

た
自
主
防
災
組
織
の
促
進
・
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時

の
初
動
体
制
の
確
認
を
行
う
た 

 

問 

答 

め
、
職
員
に
よ
る
図
上
訓
練

を
実
施
し
防
災
体
制
に
万
全

を
期
し
て
い
く
。 

 

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ

い
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

方
々
の
同
意
を
得
て
作
成
し

て
お
り
、
名
簿
は
関
係
課
に

お
い
て
管
理
・
保
管
し
、
民

生
委
員
児
童
委
員
、
各
地
区

や
関
係
団
体
と
共
有
し
、
災

害
発
生
時
の
安
否
確
認
や
避

難
所
運
営
な
ど
の
避
難
支
援

に
活
用
す
る
。 

ま
た
、
平
成
28
年
に
「
千

早
赤
阪
村
避
難
行
動
要
支
援

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
こ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
災
害
時
に

自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

で
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難

に
あ
た
っ
て
特
に
支
援
が
必

要
と
さ
れ
る
方
の
支
援
体
制

の
強
化
と
、
地
域
に
お
け
る

支
援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。
今
後
も
村
民
の
安

全
を
守
る
た
め
、
資
機
材
の

整
備
や
動
員
体
制
づ
く
り
の

充
実
、
防
災
訓
練
の
実
施
な

ど
を
通
じ
、
総
合
的
な
防
災

体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
き

た
い
。 

 
 

問 

村
で
は
観
光
に
お
い

て
、
楠
公
史
跡
は
大
切
な
資

源
と
な
っ
て
お
り
、
来
村
者

が
増
す
中
、
整
備
が
必
要
と

思
う
。
中
で
も
「
上
赤
阪
城

跡
」
の
整
備
・
保
存
は
今
後

ど
の
よ
う
な
形
で
計
画
さ
れ

て
い
る
か
、
大
変
遅
れ
て
い

る
と
思
う
。
ま
た
楠
公
史
跡

保
存
会
と
の
共
存
は
ど
の
よ

う
な
形
で
す
す
め
ら
れ
る

か
。 

答 

村
で
は
、
金
剛
山
を
は

じ
め
と
し
豊
か
な
自
然
や
楠

木
正
成
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど

の
歴
史
資
源
を
活
か
し
た
観

光
振
興
、
交
流
人
口
の
増
加

策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

史
跡
は
、
村
や
国
の
重
要

な
「
文
化
的
遺
産
」
と
し
て

現
状
の
姿
を
後
世
に
永
久
に

保
全
し
、
活
用
さ
れ
る
べ
き

存
在
で
あ
る
。 

村
で
は
史
跡
の
保
存
を
図

る
と
と
も
に
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
史
跡
保
存
計
画

を
策
定
し
保
存
、
復
元
整
備

や
観
光
振
興
な
ど
へ
の
活
用

を
進
め
て
い
る
。 

上
赤
阪
城
跡
は
、
こ
れ
ま

で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
ア
プ
ロ

ー
チ
道
路
の
整
備
な
ど
を
行 

 

千 福 清 英 議 員 

っ
て
き
た
。
今
後
も
計
画
に

基
づ
き
史
跡
公
園
と
し
て
村

民
は
も
と
よ
り
、
来
村
者
の

方
々
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
史

跡
と
し
て
許
さ
れ
る
範
囲
に

お
い
て
柵
や
休
憩
用
の
ベ
ン

チ
な
ど
の
整
備
や
保
存
等
行

な
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

楠
公
史
跡
保
存
会
は
、
こ

れ
ま
で
も
史
跡
等
の
美
化
・

清
掃
や
案
内
板
、
道
し
る
べ

の
整
備
な
ど
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
ま
た
景
観
向
上

事
業
と
し
て
上
赤
阪
城
跡
か

ら
の
眺
望
を
良
く
す
る
た

め
、
樹
木
の
伐
採
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
も
保
存
会
と
連
携
を

密
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
な
ど
協
議
を
深
め
、
史

跡
の
保
存
、
活
用
に
よ
り
、

観
光
振
興
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

要
望 

今
後
、「
史
跡
保
存
計

画
」
や
「
村
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
き
整
備
等
を
一

段
と
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。 

 

 

上赤阪城跡 
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鳥獣被害の減少を 

先行自治体を参考に検討していく 

（イノシシ駆除数） 

地域住民と一体になって対策をしていく 

「子育て世代包括支援センター」を 
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井 上 浩 一 議 員 

 

問 

今
回
の
選
挙
中
に
、
多

く
の
方
よ
り
イ
ノ
シ
シ
対
策

の
要
望
を
受
け
た
。
平
成
22

年
と
平
成
26
年
の
議
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
被

害
は
減
少
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
現
状
や
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。 

答 
本
村
に
お
い
て
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
被
害
額
は
、
農
業

共
済
に
よ
る
と
、
平
成
26
年

度
25
万
4
千
円
、
平
成
27

年
度
７
万
８
千
円
、
平
成
28

年
度
25
万
７
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
処

分
実
績
は
平
成
26
年
度
１２４

頭
、
平
成
27
年
度
91

頭
、

平
成
28
年
度
１４０

頭
と
な
っ

て
い
る
。 

村
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
26
年
度
に
「
千
早
赤
阪

村
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
を

修
正
、
国
の
補
助
を
受
け
て

箱
罠
を
購
入
、
村
猟
友
会
に

設
置
・
捕
獲
・
処
分
を
事
業

委
託
し
て
い
る
。 

ま
た
、
村
の
単
独
補
助
事

業
と
し
て
、
電
気
柵
等
の
設

置
補
助
を
し
て
い
る
。
平
成

29
年
度
か
ら
は
補
助
額
の
上

限
も
引
き
上
げ
た
。
し
か
し

被
害
は
減
少
し
て
い
な
い
と 

問 

答 

考
え
る
。
村
と
し
て
は
、
被

害
防
止
対
策
を
継
続
し
て
、

住
民
と
一
体
と
な
っ
て
対
応

し
て
い
く
。 

問 

具
体
的
に
ど
う
い
う
対

策
を
進
め
る
の
か
。 

答 

対
策
協
議
会
に
お
い
て

効
果
的
な
柵
の
設
置
、
イ
ノ

シ
シ
を
呼
び
込
ま
な
い
環
境

づ
く
り
等
の
研
修
会
を
実
施

し
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。 

要
望 

少
し
で
も
被
害
を
減

少
で
き
る
よ
う
、
き
め
こ
ま

か
い
対
応
を
願
う
。 

 

問 

子
ど
も
を
産
み
育
て
や

す
い
社
会
を
実
現
す
る
に

は
、
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育

て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。 

 

現
状
で
は
、
児
童
虐
待
や

望
ん
で
い
な
い
妊
娠
、
母
親

自
身
が
妊
娠
時
か
ら
他
の
悩

み
を
抱
え
て
い
る
場
合
に
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
不
幸

な
結
果
を
招
い
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
今
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
い
う
制

度
で
妊
娠
か
ら
出
産
を
経
て

就
学
前
の
育
児
ま
で
を
切
れ

目
無
く
継
続
的
に
支
援
を
行

な
う
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

国
に
お
い
て
も
、
「
日
本

版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
も
い
え
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
市
町
村
に
設
置
す
る

事
が
法
定
化
さ
れ
た
。
今
後

は
お
お
む
ね
平
成
32

年
度

末
ま
で
に
全
国
展
開
し
、
あ

わ
せ
て
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
や

産
後
ケ
ア
の
事
業
を
推
進
す

る
事
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
設
置
へ
向
け
て
の 

 

今
後
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
。 

答 

村
で
は
現
在
保
健
師
が

妊
娠
届
出
時
に
全
数
面
接

し
、
定
期
連
絡
や
訪
問
、
新

生
児
・
産
婦
の
全
数
訪
問
、

乳
幼
児
健
診
や
各
種
教
室
、

養
育
支
援
相
談
や
訪
問
、
今

年
度
か
ら
は
産
後
ケ
ア
事
業

を
開
始
、
支
援
者
を
固
定
し

て
の
き
め
こ
ま
か
い
サ
ポ
ー

ト
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

行
っ
て
い
る
。 

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
、
現
在
村
が
ほ

ぼ
実
施
し
て
い
る
内
容
で
は

あ
る
が
、
場
所
と
人
材
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。 

 

今
後
は
、
先
行
自
治
体
の

取
り
組
み
も
参
考
に
し
、
検

討
し
て
い
く
。 

問 

設
置
場
所
・
時
期
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。 

答 

今
年
度
に
つ
い
て
は
、

調
整
・
検
討
し
て
い
く
。 

要
望 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
で
き
る
拠
点
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

早
期
設
置
を
願
う
。 

 

  

問 

答 
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小吹台入口 監視・ 
パトロールの強化を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府・富田林市と連携 
して対応していく 

 

現時点では考えていない  

 

 

 

 

 

 

 

高校卒業までの医療費助成は 
150 万円で実施可能だ 

国保保険料の引き
上げストップを 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国保運協の意見等
を踏まえて総合的
に判断する 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問

  

答

  
 
 

限
の
あ
る
府
・
富
田
林
市
と

協
力
し
て
対
応
す
る
。
②
６

月

14

日
立
ち
入
り
調
査
に

同
行
し
た
際
に
は
、
和
泉
市

の
物
件
に
加
え
、
買
い
付
け

し
た
自
動
車
部
品
の
搬
入
も

行
っ
て
い
る
。
③
立
ち
入
り

調
査
で
は
解
体
業
に
当
た
る

行
為
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
④
プ
レ
ハ
ブ
に
つ
い
て

は
事
務
所
と
し
て
設
置
す
る

場
合
は
、
開
発
許
可
、
建
築

確
認
が
必
要
で
、
売
却
物
件

と
し
て
保
管
し
て
い
る
と
言

う
こ
と
で
あ
り
、
府
に
お
い

て
、
使
用
用
途
を
確
認
指
導

し
て
い
る
。 

問 

刑
確
定
後
、
何
年
経
て 

ば
解
体
業
の
申
請
は
可
能 

   

 

 

 

 

関 口 ほづみ 議 員 
問 

少
子
高
齢
化
の
な
か
、

子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。
大
阪

府
下
で
高
校
卒
業
ま
で
助
成

し
て
い
る
自
治
体
は
５
自
治

体
あ
り
、
今
年
11
月
か
ら
は

大
阪
市
も
実
施
す
る
。
高
齢

化
施
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
も
、
現
役
世
代
の
増
加
が

必
要
だ
。
村
の
教
育
環
境
、

自
然
環
境
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
同
時
に
医
療
費
助

成
を
高
校
卒
業
ま
で
実
施
す

る
こ
と
を
求
め
る
。 

答 

子
育
て
し
た
い
地
域
と

し
て
、
移
住
促
進
の
た
め
、

多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減
、

給
食
費
補
助
、
任
意
予
防
接

種
助
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
医
療
費
助
成
の
拡
充

は
、
医
療
費
の
増
加
と
国
保

財
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

現
時
点
で
は
拡
大
は
考
え
て

い
な
い
。 

問 

国
保
財
政
に
影
響
す
る

事
は
、
理
由
に
な
ら
な
い
。

村
長
の
決
断
次
第
だ
。 

答 

実
施
自
治
体
は
財
政
力

の
豊
か
な
所
だ
。
国
の
制
度

と
し
て
実
施
す
る
よ
う
要
望

す
る
。 

 

  

 

 

が
、
和
泉
市
以
外
の
車
を
持

ち
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

か
？
③
古
物
商
を
営
む
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

以
外
の
事
業
も
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
？
④
新
し
い
プ

レ
ハ
ブ
を
持
ち
込
ん
で
い
る

が
違
法
で
は
な
い
か
？
以
上

に
つ
い
て
掌
握
し
て
い
る
か

伺
う
。 

答 

４
月
17
日
、
事
業
者
・

富
田
林
市
・
村
の
３
者
同
席

で
、
事
業
者
か
ら
売
却
し
た

い
旨
説
明
が
あ
り
、
25
日
に

事
業
者
・
自
治
会
・
対
策
委

員
会
・
役
場
・
議
員
同
席
の

も
と
説
明
会
を
実
施
し
た
。 

①
連
絡
協
議
会
は
今
後
必
要 

に
応
じ
開
催
す
る
。
指
導
権 

 

 

か
？
５
５
０
０
万
円
は
高
す

ぎ
で
、
本
気
で
売
却
す
る
気

が
あ
る
の
か
、
こ
の
間
の
事

業
者
の
行
為
を
見
て
い
る

と
、
ず
る
ず
る
引
き
延
ば
す

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
心
配
す
る
声
が
あ
る
。
当

該
地
を
何
等
か
の
方
法
で
購

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
伺
う
。 

答 

５
年
間
は
申
請
で
き
な

い
と
聞
い
て
い
る
。
行
政
区

域
外
で
あ
り
、
村
が
購
入
す

る
こ
と
は
不
可
能
。 

要
望 

３
月
に
請
願
が
採
択

さ
れ
、
住
民
の
生
活
環
境
を

守
る
立
場
か
ら
、
請
願
の
趣

旨
に
沿
っ
た
条
例
を
制
定
さ

れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。 

 

問 

小
吹
台
入
口
の
作
業
現

場
は
、
昨
年
11

月
社
長
逮

捕
後
12

月
と
１
月
に
再
逮

捕
さ
れ
、
刑
が
確
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
自
動
車
解
体
業

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
最
近
は
活
発

に
作
業
が
行
わ
れ
、
住
民
の

不
安
が
再
燃
し
て
い
る
。 

私
は
、
６
月
５
日
と

14

日
に
富
田
林
市
と
大
阪
府
に

「
行
政
間
の
連
絡
協
議
会
」

を
再
開
す
る
こ
と
、
「
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
監
視
・
指

導
す
る
こ
と
」
を
要
望
し
て

き
た
。 

①
村
に
も
こ
の
こ
と
を
要
望

す
る
。 

②
廃
車
数
が
増
加
し
て
い
る 

６
０
０
０
万
円
あ
る
が
、
広

域
化
で
基
金
の
取
り
扱
い
は

ど
う
な
る
の
か
？ 

答 

国
保
運
営
協
議
会
等
の

答
申
に
基
づ
き
、
約
２
万
円

引
き
上
げ
た
。
村
以
外
も
、

引
き
上
げ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
基
金
は
市

町
村
の
基
金
と
し
て
活
用
が

可
能
。 

要
望 

基
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
計
画
し
て
い
る
引
き
上

げ
を
や
め
、
負
担
軽
減
に
活

用
す
べ
き
だ
。 

 
問 

国
保
統
一
化
に
伴
い
、

大
阪
府
が
２
月
に
必
要
保
険

料
を
「
粗
い
試
算
」
と
し
て

公
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
村

は
今
年
度
か
ら
約
２
万
円
の

保
険
料
を
引
き
上
げ
、
今
後

２
年
間
、
毎
年
２
万
円
程
度

引
き
上
げ
る
計
画
を
し
て
い

る
。
村
以
外
に
引
き
上
げ
た

自
治
体
は
あ
る
か
？ 

大
阪
府
は
８
月
に
２
回
目

の
必
要
保
険
料
を
試
算
す
る

が
、
そ
の
結
果
で
村
の
保
険

料
を
検
討
す
る
の
か
？ 

国
保
の
基
金
残
高
は
１
億 

 

 

問

  

答

  
 
 

答

   

問
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・
議
員
協
議
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
平
和
大
行
進 

・
農
業
委
員
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
学
校
給
食
理
事
・
運
営 

委
員
会 

・
議
員
勉
強
会 

・
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

全
員
協
議
会 

・
大
阪
府
町
村
議
員
セ
ミ 

ナ
ー 

・
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

７
月
臨
時
会 

・
月
例
監
査 

 

議
会
活
動
日
誌 

 
   

・
憲
法
記
念
日
知
事
表
彰 

 

式 

・
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

全
員
協
議
会 

・
農
業
委
員
会 

・
議
員
初
懇
談
会 

・
第
２
回
臨
時
議
会 

・
村
遺
族
会
慰
霊
祭 

・
議
員
勉
強
会 

広
報
編
集
委
員
会 

・
南
河
内
郡
議
長
会
総
会 

・
議
員
勉
強
会 

・
富
田
林
商
工
会
総
代
会 

・
大
阪
府
町
村
議
長
定
例

総
会 

・
幹
事
長
会
議 

・
議
員
勉
強
会 

・
議
員
勉
強
会 

・
月
例
監
査 

・
議
員
勉
強
会 

・
村
人
権
協
会
総
会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
議
員
勉
強
会 

・
全
国
正
副
議
長
研
修
会 

  

 

5 
月 

8
日 

 

 
 
 
 

   

9
日 

 
 
 
 
 

12
日 

13
日 

15
日 

17
日 

19
日 

22
日 

 

23
日 

 

24
日 

 

25
日 

26
日 

 

29
日 

30
日 

 

31
日 

 

 

7 

月 

4
日 

 

5
日 

7
日 

11
日 

  

13
日 

14
日 

 

25
日 

 

27
日 

 

28
日 

・
大
阪
府
町
村
議
長
会 

監
査 

・
議
員
勉
強
会 

・
第

2

回
議
会
定
例
会

(

初
日) 

・
大
阪
広
域
水
道
企
業
団 

全
員
協
議
会 

・
総
務
民
生
常
任
委
員
会 

・
農
業
委
員
会 

・
村
内
施
設
研
修 

・
山
ゆ
り
作
業
所
総
会 

・
文
教
建
設
常
任
委
員
会 

・
村
内
施
設
研
修 

・
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会 

・
議
員
協
議
会 

・
幹
事
長
会
議 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
第

2

回
議
会
定
例
会

（
最
終
日
） 

・
楠
公
史
跡
保
存
会
総
会 

・
保
健
推
進
協
議
会 

・
月
例
監
査 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

全
員
協
議
会 

  

 
 

6 

月 

２
日 

  

6
日 

  
 
 
 
 
 

 
8
日 

 

9
日 

10
日 

12
日 

13
日 

15
日 

  

19
日 

 

22
日 

 

25
日 

26
日 

28
日 

30
日 

  

５
日
間
の
激
し
か
っ
た
選
挙
戦
も

終
わ
り
、
新
人
議
員
４
名
の
登
場
で

あ
る
。 

今
回
、
議
会
の
組
織
は
今
迄
と
は

違
い
定
数
７
名
の
中
で
60
％
の
比
率

が
新
人
議
員
で
占
め
る
事
と
な
り
、

今
後
ど
う
や
っ
て
行
く
か
が
課
題
で

あ
る
。
連
日
、
連
夜
の
講
義
に
よ
っ

て
、
よ
う
や
く
役
場
の
組
織
や
議
会

と
は
何
ぞ
や
等
々
、
一
応
は
習
得
出

来
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。 

最
後
の
仕
上
げ
は
、
村
内
の
公
的

施
設
や
金
剛
山
頂
の
各
施
設
迄
の
研

修
で
勉
強
会
は
終
わ
り
と
な
っ
た
。 

い
よ
い
よ
、
初
め
て
の
６
月
議
会

に
入
り
、
一
般
質
問
も
各
議
員
が
経

験
し
た
。 

新
し
い
議
員
生
活
に
も
少
し
ず
つ

慣
れ
、
慌
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
…
… 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 
 
 

 

雑 

感 
 

 

  

広報編集委員会 

委員長  山形 研介 

副委員長 田村 陽 
委 員  井上 浩一 
委 員  千福 清英 
議 長  田中 博治 
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